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議
員
研
修
会
・
県
内
事
務
調
査

　

５
月
15
日
、
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
鹿

児
島
市
の
「
ウ
ェ
ル
ビ
ュ
ー
か
ご
し
ま
」
で

開
催
さ
れ
、
16
日
は
県
内
事
務
調
査
で
南
薩

土
地
改
良
区
の
南
薩
畑
地
か
ん
が
い
事
業
の

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
員
研
修
会
は
、
県
下
の
町
村
議
会
議
員

が
出
席
し
、
３
人
の
講
師
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
元
自
治
事
務
次
官
で
地
方
公
務

員
共
済
組
合
連
合
会
理
事
長
の
松
本
英
昭
氏

に
よ
る
『
地
方
自
治
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向

に
つ
い
て
』
と
題
し
て
の
講
演
が
行
わ
れ
、

三
位
一
体
改
革
の
総
括
、
地
方
分
権
改
革
推

進
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
内
容
等
を
踏
ま

え
、
地
方
の
自
主
性
・
自
立
性
に
つ
い
て
は
、

国
と
地
方
の
共
通
理
解
と
認
識
が
必
要
で
あ

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
都
家
政
大
学
名
誉
教
授
・
評
論
家
の

樋
口
恵
子
氏
は
「
少
子
化
と
高
齢
社
会
」
と

題
し
て
、
長
寿
国
・
日
本
の
抱
え
る
高
齢

者
問
題
、 

マ
イ
ナ
ス
な
面
ば
か
り
が
取
り
上

げ
ら
れ
る
が
、
今
の
子
ど
も
達
は
、「
人
生

八
十
年
の
設
計
」
で
は
な
く
、「
人
生
百
年

の
設
計
」
と
な
る
。
私
た
ち
は
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
お
年
寄
り
と
し
て
、
社
会
的
発
明

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
農
政
部
長
の
弓
指
博
昭
氏
は
、

「
鹿
児
島
県
の
農
業
の
可
能
性
」
と
題
し
て
、

鹿
児
島
の
農
業
の
特
徴
、
全
国
で
の
農
業
の

地
位
等
を
話
さ
れ
、
本
県
の
取
り
組
む
「
食

と
農
の
先
進
県
」
づ
く
り
の
施
策
（
担
い
手

づ
く
り
・
産
地
づ
く
り
・
食
育
／
地
産
地
消
・

安
心
／
安
全
農
林
水
産
業
先
進
県
）
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

翌
日
16
日
の
県
内
事
務
調
査
は
、
南
九
州

市
頴
娃
町
に
あ
る
南
薩
土
地
改
良
区
に
お
い

て
、
畑
地
か
ん
が
い
事
業
概
要
の
説
明
と
茶

団
地
と
揚
水
機
場
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
畑
地
か
ん
が
い
は
、
池
田
湖
流
域
外

の
３
河
川
か
ら
池
田
湖
に
河
川
水
を
導
き
年

間
３
千
万
㌧
の
か
ん
が
い
揚
水
を
確
保
、
各

団
地
の
調
整
水
槽
、
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
に
揚

水
さ
れ
て
い
る
。

　

主
な
作
物
は
、
加
工
用
サ
ツ
マ
イ
モ
、
茶
、

カ
ボ
チ
ャ
、
オ
ク
ラ
、
ソ
ラ
マ
メ
、
食
用
サ

ツ
マ
イ
モ
、
大
根
、
バ
レ
イ
シ
ョ
、
ニ
ン
ジ

ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ
ス
、
花
木
、
果
樹
等

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
畑
地
か
ん
が
い
の

水
利
用
に
よ
り
平
成
18
年
10
月
現
在
で
、
一

戸
当
り
の
生
産
農
業
所
得
が
、
か
ん
が
い
地

域
の
市
町
す
べ
て
県
内
で
一
位
か
ら
六
位
に

入
っ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

　

石
油
高
騰
に
よ
り
牛
の
配
合
飼
料
が
高
く

な
り
、
畜
産
農
家
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
状

況
に
お
か
れ
て
い
る
中
、
議
会
も
畜
産
に
関

す
る
勉
強
を
し
よ
う
と
い
う
目
的
で
、
産
業

建
設
委
員
会
（
枦
山
正
木
委
員
長
他
４
名
）

と
畜
産
振
興
協
議
会
役
員
15
名
が
「
あ
す
ぱ

る
大
崎
」
の
会
議
室
に
お
い
て
意
見
交
換
会

を
開
催
、
次
の
よ
う
な
意
見
や
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

①
配
合
飼
料
の
高
騰
は
、
全
国
的
な
問
題
で

あ
り
、
当
分
続
く
と
思
わ
れ
る
の
で
、
転
作

田
で
飼
料
稲
作
付
け
の
推
進
を
す
べ
き
で

は
。

②
肥
育
農
家
が
成
り
立
っ
て
い
か
な
い
こ
と

に
は
、子
牛
価
格
が
良
く
な
る
こ
と
は
な
く
、

国
も
肥
育
農
家
に
対
し
て
の
対
策
を
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。

③
畜
産
農
家
も
経
営
面
を
も
っ
と
勉
強
し
、

10
月
オ
ー
プ
ン
の
農
業
関
係
機
関
窓
口
の
ワ

ン
フ
ロ
ア
化
の
中
で
経
営
面
に
つ
い
て
の
指

導
も
お
願
い
し
た
い
。

　

本
町
の
畜
産
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
担
当
課
や
関
係
機
関
だ
け
で
な
く
、
議

員
も
勉
強
し
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
も
こ
の
会

を
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ユーモアを交え元気の出る話をされる樋口恵子氏

頴娃の茶団地を視察

産
業
建
設
委
員
、

　
　

和
牛
部
会
と
意
見
交
換
会


